
近世後期における羽州湯沢～江戸間の旅のルートと

歩行距離について

～天保n年「諸國道中記」の分析から～

谷釜尋徳

TravelroutesbetweenUshuYuzawaandEdoandwalkingdistancesinthelatertennof

Edoperiod～AnalysisoftheSIIokoAc"Doc伽〃α840ﾉー

TANIGAMAHironori

Summary

ThisresearchconsiderstrendsindistanceswalkedbytravelersduringthelattertermofEdoperiodby

analyzingtheS加肋畑Doc加灯,atraveldiarydatingfi･oml840.Theconclusionsreachedthereinareas

fbllows.

InconsideringthetravelroutesintheS/zoko"Doc加灯,themainroutebetweenYuzawaandEdopassed

throughUshu-kaido,Dewa-kaido,Matsumae-do,Sendai-do,Oushu-kaido,andNikko-kaido.

Theresearchshowsthatpostingstationswerepositionedonaverage7.7kmapartonthisroute.

Next,calculatingthetotalwalkingdistancebetweenYuzawatoEdoyields536．8km,withtravelers

walkinganaverageof38.3kmperday.

ItwasfOundthatpeoplemakingthistripgenerallymaintainedasteadypacefromdeparturetodestination

andwerenotgreatlyaffectedbythenumberofdaystheyhadbeenontheroadordifferencesintheareas

throughwhichtheywerewalking.
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1．はじめに

天保ll(1840)年6月1日，とある旅人が羽州

湯沢町（現・秋田県湯沢市）近郊の与作村から江

戸に向かって旅立った。距離にして約530kmを14

日間で歩き通す長距離徒歩旅行の幕開けである。

この旅人は，湯沢～江戸間の道中での一部始終を

刻銘に記録し，その旅日記')の表題を『諸國道中

記』2}と命名した。表紙には「天保十一歳諸國道

中記庚子六月吉日」とあるが（図l参照)，旅人

の名前や人物像は不明である。

この旅日記には，湯沢出立から江戸到着までの

道中に関して，通過した地名や宿泊地等の情報が

詳しく記載されている。表紙は縦長であるが，中

身は横長仕様の縦書きで，計15丁から成る和綴じ

製本の史料である（図1,2)。虫食いの形跡や
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図1『諸國道中記』の表紙

｢諸國道中記』1840(筆者所蔵）

より転載。

図2「諸國道中記』日光街道の石橋～古河間通行時の記述内容

「諸國道中記』1840(筆者所蔵）より転載。

かつたのである。ゆえに，近世に旅をした庶民

は，現代人が想像する以上に「歩く」ということ

を重要視していたに違いない。それでは，長距離

を徒歩で移動した彼ら旅人は，どのくらいのペー

ス配分をもって毎日の道中を歩いていたのであろ

うか。

これまで近世後期の旅人の歩行距離は，概ね1

日あたり10里（約39km)程度であったと指摘され

ることが多く，これが通説的な観念として捉えら

れてきた。しかし，この歩行距離の値は，当時代

における歴史資料の詳細な分析を通して導き出さ

れたものとは言い難く，再度検討する余地が認め

られる。

こうした観点から，拙稿では，近世後期の江戸

及び江戸近郊地の庶民男性による伊勢参宮の旅日

記14篇を用いて，彼らが1日あたり約34.4kmを歩

く傾向にあったことを明らかにした5)。また，同

時代の庶民女性が記した旅日記9篇の分析を通し

て，彼女らの道中の歩行距離が1日平均で約30.4

kmであったことも指摘した6)Oしかし，上記の諸

汚損箇所は特段みられず，保存状態は良好である

といってよい。文中には修正ないし加筆した部分

が数カ所確認されることから，旅の終了後に改め

て清書した可能性もある3)。

旅の時期は旧暦の6月であったが，この頃は新

暦では7月上旬～中旬の暑い季節に当たり，連日

の長距離歩行に臨むには適した時節柄ではなかっ

た。また，近世後期に庶民層の間で流行した娯楽

としての旅は，道中の異文化（名所旧跡・名物

等々）に触れて見聞を広めることを重視していた

が4)，この旅日記には道中の観光地を訪問した

り，主要な宿場に逗留して遊んだ記述は見られな

い。したがって，本稿で取り上げる『諸國道中

記』の旅とは，娯楽目的というよりは，むしろ商

用等の必要に迫られた旅であった可能性が高い。

近世後期における庶民の旅は，「徒歩」が主た

る移動手段であった。今日と比べて移動手段が未

発達な時代にあって，庶民が旅をするためには毎

日のように長距離を歩き通し，無事に在地へ帰着

するだけの「健脚」の持ち主でなければならな
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研究において手掛かりとした旅日記が少数であっ

たことに鑑み，さらに，近世後期の関東地方の庶

民による伊勢参宮の旅日記を90篇あまり蒐集し，

平均的な歩行距離の分析を試みた7)Oその結果，

江戸～伊勢間の往路ルートにおける平均歩行距離

は1日あたり約33.lkmであったことがわかり，客

観的な見地からの数値を導き出すことができた。

そのほか，上記の諸研究が在地～目的地間の往

路ルートのみに着目したものであったことから，

旅の往復路の全行程を対象とした歩行距離の分析

も実施した8}。加えて，幕末期に江戸から九州へ

旅をした男性の旅日記の原史料を翻刻および分析

して，その平均歩行距離が35km程度であったこと

を明らかにした9)。

このように，拙稿がこれまで研究対象としてき

たのは，関東地方一円から旅立った人々の歩行距

罰

離に限られており，それ以外の地域に住まう庶民

が旅の道中でどの程度の距離を歩いたのかという

史実は，全く解明されてこなかったと言わねばな

らない。そこで本稿では，羽州湯沢町与作村から

江戸までの旅日記『諸國道中記』の分析を通し

て，東北地方からの旅人による道中の歩行距離の

一事例を明らかにすることにしたい。

2．湯沢～江戸間における旅のルートの検討

ここでは，『諸國道中記』の旅における歩行距

離を証かすための前提として，湯沢～江戸間の足

取りを明確にしておきたい。しかしながら，当該

史料は文字のみが記載された旅日記で，ルートに

まつわる図版等の描写は皆無である。そこで，記

述された文字情報からルートの復元を試みたもの

が図3である10)o

図3『諸國道中記』の湯沢～江戸間におけるルート

『諸國道中記」1840(筆者所蔵）より作成。
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《

図4『改正増補大日本國順路明細記大成」の江戸付近の記述内容（部分）

山崎久作：『改正増補大日本國順路明細記大成』和泉屋市兵衛,1846(筆者

蔵）より転載。

ルートの詳細な復元にあたっては，『改正増補

大日本國順路明細記大成』'')(図4)を主な拠り

所とした。当該史料は，日本全国の街道筋が地図

上に多色刷りで網羅されており，各街道における

宿場間の距離の情報を漏れなく知ることができ

る。また，『諸國道中記』の旅が慣行された時期

と近い弘化3(1846)年に発行されているため，

この旅日記の著者が歩いた道中の模様が地図上に

ほぼそのまま反映されていると考える。

図3によれば，湯沢～江戸間のルートは，主に

羽州街道，出羽街道，松前道，仙台道，奥州道

中，日光街道を通行するものであったことがわか

る。

以下，『諸國道中記』の旅のルートを辿ってみ

ると，6月1日に在地の湯沢与作村を出立した旅

人は，羽州街道経由で初日は院内宿に宿を取

り，2日目には新庄に至る。新庄宿を出ると，付

近の追分から出羽街道に入り当日は鳴子まで足を

延ばし，翌日は吉岡に宿泊した｡6月5日には吉

岡宿を出て松前道を歩き，その日のうちに東北の

大都市仙台に到着する。

6月6日～9日にかけては仙台道に入って白

石，八丁目，郡山，白河の順に宿を取った。その

翌日は奥州道中を歩き，翌日には宇都宮に到達，

さらには日光街道を経由して3日間をかけて目的

地の江戸に着き,14日間の長旅に終止符が打たれ

た。

3．湯沢～江戸間における宿場の配置の検討

以上の検討を通して，『諸國道中記』の旅人が

歩いた湯沢～江戸間のルートが明らかとなった

が，当該ルート上において宿場はどのように配置

されていたのであろうか。旅人にしてみれば，休

息ないし宿泊が可能な宿場の配置やその間隔（距

離）は，道中における重要な歩行の目安となり，

毎日の歩行距離にも多大な影響を及ぼしたと考え

られる。そこで以下では，『諸國道中記』の旅に

おける湯沢～江戸間の宿場の配置を明確にしてお

きたい。

なお，宿場間の距離の検討については先ほどと

同じく『改正増補大日本國順路明細記大成』の記

載内容に基づいている。ここでは，「諸國道中
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記』の旅のルートを便宜的に街道ごとに区切り，

湯沢～新庄間（羽州街道)，新庄～吉岡問（出羽

街道)，吉岡～仙台間（松前道)，仙台～白河間

(仙台道)，白河～宇都宮間（奥州道中)，宇都宮

～江戸間（日光街道）に分かち各々の傾向をみて

いきたい。

平均約8.4kmであったが，この街道はここで取り

上げたものの中で最も広い距離間隔で宿場が設け

られていた。

3－1湯沢～新庄間の宿場の配置（羽州街道）

湯沢（与作村）～新庄間における羽州街道の宿

場間の距離を地図上に示した図5をみると,60km

程度の街道筋に5つの宿場が配置されていたこと

がわかる。当該区間における宿場間の距離の平均

値を求めてみると，約12.6kmに1つの間隔で宿場

が設けられていたことになる。
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図5湯沢～新庄間の宿場の配置

『諸國道中記』1840（筆者所蔵）より作成。

3－2新庄～吉岡間の宿場の配置（出羽街道）

次いで，新庄～吉岡間の出羽街道について作成

した図6をみると,100km程度の道のりに14の宿

場が設置されている。平均的な宿場間の距離間隔

は，約7.2kmであった。

3－3吉岡～仙台間の宿場の配置（松前道）

吉岡～仙台問の松前道はわずか20km程度であっ

たが，この間の宿場は約7.5kmに1つの距離間隔

で配置されていた（図7)。

～舟彫
9．7吻 錘む露琴塞識窒一

、●

～長瀬
乳＊蝉

3－4仙台～白河間の宿場の配置（仙台道）

仙台～白河問（仙台道）についてみると，約

160kmの道中に40を超える数の宿場が配置されて

いる（図8)。この区間は，宿場の間隔が最も短

く，その平均値は約3.9kmであった。

図6新庄～吉岡問の宿場の配置

『諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成。

3－5白河～宇都宮間の宿場の配置（奥州道

中）

白河～宇都宮間の奥州道中においては，約85km

の間に10の宿場が配置されていた。宿場の間隔は
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図8仙台～白河間の宿場の配置

｢諸國道中記」1840（筆者所蔵）より作成。

図7吉岡～仙台間の宿場の配置

『諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成。
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i図9白河～宇都宮間の宿場の配置

｢諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成。

3－6宇都宮～江戸間の宿場の配置（日光街

道）

最後に，宇都宮～江戸間（日光道中）における

宿場間の距離を示した図10をみると,110km程度

の街道筋に17の宿場が配置されていたことがわか

る。その宿場の間隔を検討すると，平均値は約

6.5kmであった。

図10宇都宮～江戸間の宿場の配置

｢諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成。

4．湯沢～江戸間における歩行距離の傾向

これまでの検討において，『諸國道中記』の旅

のルートや当該ルート上の宿場の配置が明るみに

出されたが，旅日記の著者はこの道中をどのよう

なペース配分をもって歩いたのであろうか。この

ことを知るべく，先に明確にしておいた宿場間の

なお，湯沢～江戸間の全てのルートで平均する

と，約7.7kmに一つの間隔で宿場が設置されてい

たことになる。
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｢諸國道中記』の湯沢～江戸間の歩行距離

者國道中記」1840(筆者所蔵）より作成。
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距離を基に，毎日の出立した宿場から宿泊した宿

場までの距離の総和をもって歩行距離を算出する

ことにしたい。
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4－1湯沢～江戸間における歩行距離

『諸國道中記」における14日間の旅について，

日ごとに歩いた区間とその歩行距離を整理したも

のが表lである。また，図llには，表lの歩行距

離にまつわる情報を地図上に転記した。

図表によって歩行距離を合計してみると，湯沢

～江戸間の総歩行距離は536.8kmとなる。これを

14日間の所要日数で割ると，この旅人は1日平均

で約38.3kmを歩き続けたことがわかる。冒頭でも

述べたように，近世後期の関東地方の庶民による

伊勢参宮の旅日記を分析した結果，江戸～伊勢間

の往路ルートの1日平均歩行距離は約33.1kmで

あった'2)。『諸國道中記』の平均歩行距離はこれ

と比較して5km以上も長く，この旅人が健脚の持

ち主であったと見ることができよう。また,14日

間の道中のうちで，最長の歩行距離は3日目の新

’
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認
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薄・ター

図ll「諸國道中記』の湯沢～江戸間の歩行距離

『諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成。

日数 日付 ルート 区間 歩行距離

1

2

6月1日

6月2日
羽州街道

与作村～院内町

院内町～新庄

24.6km

38.6km

3

4

6月3日

6月4日
出羽街道

新庄～鳴子

鳴子～吉岡

58.5km

42.8km

5 6月5日 松前道 吉岡～仙台 22.4km

6

7

8

9

6月6日

6月7日

6月8日

6月9日

仙台道

仙台～白石

白石～八丁目

八丁目～郡山

郡山～白河

47.2km

48.1km

31.7km

39.1km

10

11

6月10日

6月11日
奥州道中

白河～佐久山

佐久山～宇都宮

37.8km

35.8km

12

13

14

6月12日

6月13日

6月14日

日光街道

宇都宮～古河

古河～草加

草加～江戸

47.5km

45.2km

17．5km
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図12『諸國道中記』における時間と歩行距離との関係

『諸國道中記jl840(筆者所蔵）より作成。

庄～鳴子間の58.5km,最短は最終日の草加～江戸

間の17.5kmであった。

次いで，『諸國道中記』における歩行距離の割

り合いを知るべく，14日間の歩行距離をlOkm単位

で区切ってカウントしていくと,10km台の歩行距

離を示しているのが1日，以下20km台が2日,30

km台が5日,40km台が5日,50km台が1日であっ

た。

ゆうに超える距離を歩いていることが確かめられ

る。したがって，本稿が取り上げた「諸國道中

記jの旅においては，時間的経過が歩行距離に多

大な影響を及ぼす傾向は見られなかったといえよ

う。

次に，空間を基準として歩行距離の傾向をみよ

う。先に示したエリア区分，すなわち在地～新庄

間，新庄～吉岡間，吉岡～仙台問，仙台～白河

問，白河～宇都宮間，宇都宮～江戸を単位として

各々の傾向を対比したものが表2である。

表2を通して1日平均の歩行距離を見比べてみ

ると，該当日数が1日のみの松前道（吉岡～仙台

間）を除くと，その他の区間では平均値に近いか

それ以上の距離を歩いている傾向が確かめられ

るに，したがって，『諸國道中記』の旅は，概ね旅

の全行程において一定のペースを保って歩き続け

るものであったといえよう。

4－2時間と空間からみた歩行距離の傾向

まずは，道中における時間的経過が歩行距離に

及ぼした影響を探ってみよう。日数を重ねるごと

に疲労が蓄積していくことを思えば，旅の序盤と

終盤とでは歩行可能な距離にも変動が生じること

が想定されるためである。

上記の観点から，『諸國道中記』の全行程にお

ける時間的経過と歩行距離の推移が判明するグラ

フを作成した（図12)･グラフの縦軸は歩行距離

(単位:km)を，横軸は所要日数を示している。

このグラフによると，14日間の道中における毎日

の歩行距離は一定ではないが，旅の序盤から終盤

にかけてグラフが反比例の傾向を示すことはな

く，終盤の12～l3日目にも平均値（約38.3km)を

5．おわりに

本稿は，天保11(1840)年の『諸國道中記』の

分析を通して，近世後期の東北地方における旅人

の歩行距離の傾向を見ようとするものであった。

検討の結果は，以下のように整理することができ
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表2「諸國道中記』における空間と歩行距離との関係

エリア区分

該当日数

総歩行距離

平均歩行距離

宿場の平均距離間隔

10km台

20km台

歩行距離の

割合
30km台

40km台

50km台

羽州街道

(与作村

～新庄）

2日

63.2km

31.6km

16．2km

1日

1日

出羽街道

(新庄

～吉岡）

2日

101.3km

50.7km

7.2km

1日

1日

松前道 仙台道

(吉岡 (仙台

～仙台） ～白河）

1日 4日

22.4km 166.1km

22.4km 41.5km

7.5km 3.9km

1日

2日

2日

奥州道中

(白河

～宇都宮）

2日

73.6km

36.8km

8.4km

2日

日光街道

(宇都宮

～江戸）

3日

110．2km

36.7km

6.5km

1日

2日

『諸國道中記』1840(筆者所蔵）より作成、

る。

『諸國道中記』の旅のルートを検討したとこ

ろ，湯沢～江戸間のルートは主に羽州街道，出羽

街道，松前道，仙台道，奥州道中，日光街道を通

行するものであった。

当該ルート上において，休息や宿泊が可能な施

設としての宿場がどのように配置されていたのか

を考察した。その結果，多少のばらつきは見られ

たものの，平均的にみれば約7.7kmの距離間隔を

もって宿場が配置されていたことが判明した。

次いで，この旅における歩行距離を算出してみ

ると，湯沢～江戸間の総歩行距離は536.8kmで

あった。これを14日間の所要日数で割ると，この

旅人は1日平均で約38.3kmを歩いており，それは

当時の一般的な傾向よりも若干高い数値であっ

た。また，旅の道中を10km単位で区切ってカウン

トしていくと，大半は30km台ないし40km台に集中

していた傾向が確かめられた。

この旅では，時間（日数）の経過や空間（エリ

ア）の違いが歩行距離に大きな影響を及ぼすこと

はなく，在地出立から目的地到達まで，概ね一定

のペースを保って歩いていたことがわかったc
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